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平成 25年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」(地域会議) 

１対１対談（鈴鹿市）会議録 

 

１．開催日時：平成 25年 10月３日（木）14時 00分～15時 00分 

２．開催場所：若松地区市民センター １階 多目的ホール 

３．対談市長名：鈴鹿市（鈴鹿市長 末松 則子） 

４．対談項目： 

（１）「高齢者、障がい者等の移動の円滑化の推進等について」 

５．会議録 

（１）開会あいさつ 

知 事 

  この１対１対談というのは、主に来年度の予算に向けて、その前に、市長

さんや町長さんのお話を聞いて、それを反映していこう、市長さんや町長さ

んが、自分の市や町の中でどういうことに優先順位を高く思っておられるの

かお伺いをして、来年度の予算に反映をしていこうという目的でやらせてい

ただいて、今年で３年目となります。 

今日は後ほどいろいろお話をしていただくということですが、近鉄伊勢若

松駅のバリアフリー化につきましては、私自身も白子に住んでいるときは、

神戸や平田から、電車に乗って近鉄伊勢若松駅で乗り換えて白子に帰るとい

うことをやっておったところで、大変よく分かる話題でありますし、また、

この地域で私がいろいろお世話になった皆様方が悲願として思っておられた

ことでもあったと承知をしておりますので、末松市長と有意義な議論をさせ

ていただければと思っております。 

併せまして、昨日、伊勢神宮の内宮では「遷御の儀」が行われました。私

も秋篠宮殿下、安倍総理の後ろで麻生副総理以下、閣僚の皆さん、あるいは

旧宮家の皆さんと一緒にその場に立ち会わせていただきましたが、「御出御」

といいまして、御神体が出ていくとき、それを見送りまして、御神体に続い

て私どもが総理の後をついて、次の新しい御正殿に移っていくのですが、新

しい御正殿に移ったときに、鳥肌が立つとよく言いますが、鳥肌って嫌なと

きに立つのが鳥肌なのですが、そうではなくて、快適な清々しい鳥肌という

か、ざわざわとするような感じを非常に受けまして、本当に 1,300 年にわた

って遷宮というのが、日本人にとって、あるいは三重県、伊勢の国にとって

大切にされてきたことを改めて感じた大変貴重な経験をさせていただきまし

た。 

そのお陰をもちまして、伊勢神宮もこの９月末現在で 951 万人の参拝者の

方に来ていただいています。これは過去、明治 28年から統計を取り始めてい
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ますが、今まで年間で一番多かったのが 882 万人ですので、それを既に上回

っている状況であります。そういう形でいろんな観光ＰＲなどもやっている

中で、こういうたくさんの世界中から来ていただいていることをありがたい

と思っております。 

鈴鹿市さんも最近は、「さあ、きっともっと鈴鹿。海あり、山あり、匠の

技あり」というキャッチフレーズで鈴鹿市のＰＲを進めていただいていると

聞いております。私、これすごくいいキャッチフレーズと思いますが、こう

いう三重県が世界中から注目をされているときでありますので、鈴鹿市長と

共にしっかりＰＲもしていきたいと思います。 

 

鈴鹿市長 

 本日は、鈴木知事、大変お忙しい中を、このように鈴鹿市にお越しをいた

だきまして、また、貴重なお時間をいただきまして本当にありがとうござい

ます。 

  また、地元の皆様、市民の皆様、今日は、たくさんの方々がお越しをいた

だきまして、本当にありがとうございます。 

  この後、この地域の問題も含めまして、近鉄伊勢若松駅のバリアフリー化

は、鈴鹿市にとって大変重要な問題であるととらえておりますので、その後、

公共交通のことも含めて有意義な時間としたいと思っているところです。 

今日は知事に要望をさせていただく場でございますので、頑張って要望し

てまいりたいと思います。 

  また、三重県では先日、三重テラスを東京でオープンし、いろいろ観光セ

ールス、あるいはアンテナショップを含めたセールスをしていただいていま

す。「実はそれ、ぜんぶ三重なんです！」というものの中にも、今度、鈴鹿

市で日本グランプリ開催が決まっているＦ１のシンボルとして、チェッカー

フラッグも入れてもらっております。 

併せまして、先ほど知事からご紹介いただきました「さあ、きっともっと

鈴鹿。海あり、山あり、匠の技あり」というシティーセールスも含めて、観

光も一緒に頑張って取り組んでいきたいと思っておりますので、この後、是

非ともよろしくお願いを申し上げまして、冒頭の御挨拶に代えさせていただ

きます。 

 

（２）対 談 

１ 「高齢者、障がい者等の移動の円滑化の推進等について」 

 ①近鉄伊勢若松駅バリアフリー化整備促進について 

鈴鹿市長 



3 

 

パワーポイントを使って少し御説明をさせていただきます。先ほど知事と

一緒に近鉄伊勢若松駅の視察をしてまいりました。近畿日本鉄道の桑原部長

より近鉄伊勢若松駅の現況、及びバリアフリー化事業の概要を御説明いただ

きましたように、この駅は名古屋線と鈴鹿線との結節駅として、本市の中で

は大変重要な役割を果たしております。鈴鹿線沿線には鈴鹿市の商工業の中

心的な地域や、国、県、市の庁舎、さらには、３つの県立高校や私立高校が

あることから、通勤、通学、買い物の方々に利用をいただき、平成 23年度で

は約 211 万 2,000 人の方が乗車をされております。今日の御説明でございま

したが、一日１万人以上の方がこの駅を使っていると近畿日本鉄道から御説

明をいただきました。 

  さらに、本市が運行いたします西部地域、南部地域のコミュニティバスも、

鈴鹿線の平田町駅、鈴鹿市駅で結節をしておりまして、本市の生活交通ネッ

トワークの一部を担っている状況です。 

伊勢若松駅はこのように重要な役割を持つ交通施設ですが、先ほどご覧い

ただきましたように、駅の利用にあたっては、このように階段を利用してい

ただかなければなりませんが、高齢者の方、あるいは障がいのある方、また、

ベビーカーを利用される方など、いわゆる移動制約者の方には大変不便であ

るということで、駅利用の際の大きな障がいとなっております。 

実際に鈴鹿線沿線にお住まいの障がいをお持ちの方より、最寄りの駅を利

用したいが、近鉄伊勢若松駅は階段であるのでそれが利用できない、やむを

得ずエレベーターのある白子駅を利用しているという声も大変多く聞いてお

ります。 

また、ご当地若松地区自治会の皆様方をはじめ、鈴鹿線沿線の自治会の皆

様や障がい者団体の皆様，特にそれぞれの鈴鹿市の中での老人クラブ連合会

様からも御要望をいただいておりまして、是非とも駅改修のための事業をお

願いしたいと、これは何年も前から、しっかりと御要望をいただいていると

ころです。 

今回、近鉄伊勢若松駅に対する事業の概要ですが、上下線のプラットホー

ムと駅舎にエレベーターを設置いたしまして、それらをつなぐ跨線橋の新設

と駅舎のトイレの改修が主なものです。この駅のスムーズな乗り継ぎの実現

は、鈴鹿線全線に及びますので、その効果は大変大きなものであると考えて

おります。本事業費として約６億円必要であり、事業実施には国からの補助

金の交付を受けることが必要不可欠となっておりますが、三重県様におかれ

ても、本市と共に国に対しての御要望をいただき、併せて、それぞれの自治

体負担分としての事業費の６分の１を是非とも御負担をお願いしたいところ

です。 
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  鈴木知事は、６月 21日に伊勢市で開催されました「バリアフリー観光全国

フォーラム伊勢大会」で、「ホスピタリティーに満ちた観光を磨き上げるた

め、県民、観光事業者、行政が協創して推進する。」と力強い心強い宣言を

なされております。 

  また、知事はイクメン知事ということで大変有名でありますが、全国の 10

県の知事で組織をいたします「子育て同盟」にも参加をされ，子育て支援策

に積極的に取り組んでいかれると聞いております。このようなことから、ベ

ビーカーの利用の際に大変不便となっておりますこの駅の現状について、是

非とも御協力、御尽力をいただきたいと思っております。 

  パワーポイントによる説明は以上ですが、先ほど駅にお見えになった方の

中には、お子様を久居の護学校へ毎日送り迎えをしている方もいらっしゃい

ました。そのほか、自分も 70歳を過ぎて随分高齢になってきたので、この階

段の上り下りが大変つらいという内容の御手紙もいただいております。 

このように、切にこの鈴鹿市民が願っております近鉄伊勢若松駅のバリアフ

リー化ですので、なんとかお力添えをいただきますようお願い申し上げます。 

 

知 事 

 私も現地を見させていただいて、そして、今、市長からも分かりやすい御

説明をいただきました。少しいろんな背景や国の動きも含めて説明したうえ

で、私の考えを申し上げたいと思います。 

  国においては「バリアフリー法」という法律が、高齢者や障がい者の人た

ちがいろんな移動を円滑にできるようにという法律ですが、これに基づく国

の基本方針が平成 23 年に改訂しまして、3,000 人以上が乗り降りする駅につ

いては、平成 32 年までに、ということは 10 年間です、10 年間で全部バリア

フリー化しなさいという国の方針があります。それに沿って国もお金を出す

ので、県も市も事業者もお金を出してみんなでやっていくということが、一

応国全体の方針になっています。その方針に基づいて三重県でも 23駅、今ま

でエレベーターやスロープをつけるなどやってきたところです。 

  この近鉄伊勢若松駅は、乗り換えの人を合わせると１日１万人なんですが、

乗ったり降りたりするのは 1,700 人です。本当は今の国のは 3,000 人以上な

ら国がお金を出すと言っているのですが、本当であれば 1,700 人だと、その

補助金に該当するかどうかは微妙なところです。 

しかし、地元の皆さんの大変要望が強いと、想いが強いと。地元の皆さん

もそうですし、鈴鹿市さんも、あるいは事業者である近鉄の方も含めてご要

望が大変多いということ。 

  それから、実際に改札を通るのは 1,700 人でも、実際に使っているのは 1
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万人おりますので、そういう大変鈴鹿市にとって重要な乗り換えの駅である

ということ。 

それから、先ほどの工事も段差解消などを中心に適切なものであるという

ことで、県としてはこういう工事についても、エレベーターを付けるだけじ

ゃなくて、多機能トイレがありますが、オストメイト用などを含めた多機能

トイレだと思いますし、あと、待合室がホームにそれぞれありますが、待合

室のドアも固かったり、なかなか動かすのに大変なので、スライド式で動か

しやすいようにするとか、そういう本当に適切な工事であるということも考

えまして、県の考え方としては、国が補助を付けるということを前提に、26

年度の予算の財源確保が全部できていないので、まだ絶対ということは申し

上げることはできませんが、国が補助をすると、年末ぐらいに結論が出ます

が、国がやるということであれば、県としては県の負担分を確保する、その

ために最大限努力をするということで、財源がまだ確定していませんから、

絶対というのは難しいですが、国が付くという前提で、国が付いたら県もそ

の財源の県の負担分を確保するために最大限努力するということでいきたい

と思っています。 

そういう意味でも、先ほど市長がおっしゃっていただいたように、近鉄さ

んと鈴鹿市さんと県で、国に対してちゃんと補助を付けるよう、国が３分の

１、近鉄が３分の１、県と市が６分の１ずつという全体の負担割合ですが、

そういうのに向けて国に三者で一緒にお願いに行くと、情報共有をするとい

うことでいきたいと思っていますので、時期的な問題もあって、奥歯に物が

挟まったような感じで申し訳ないですが、最大限努力をするということでお

願いできればと思います。 

 

鈴鹿市長 

 大変御理解をいただいている、御認識をいただいていることはよく存じ上

げておりますし、今の御発言の中でもそのように聞かせていただきました。 

先ほど車椅子がずっと階段を上がっていくのを実際に見せていただきまし

て、ホームまで行くのに約 20分かかります。車椅子を動かすフォークリフト

みたいな機械があるのですが、それで車椅子の方を運びますと、約 20分かか

るとのことでした。それがこのエレベーターが付くことによって３分になり

ます。17 分の解消ができて、それぞれ安全性も確保されますし、乗っていた

だきやすい時間にもきちっと乗っていただけます。特に障がいを持たれてい

る方たちはそういう現状があります。 

また、最近、鈴鹿市も若いまちとはいえ、少しずつ高齢化が進んでおりま

すので、特にこの高齢の皆様方にはエレベーターを使っていただきやすい環
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境に整えていかなければならないと思っております。 

近鉄の沿線の中でも優先順位がいろいろありますが、知事もおっしゃって

いただきましたとおり、本来は鈴鹿市の近鉄伊勢若松駅は順位があまり高く

ない方ですが、知事の力強い後押しもいただいて、随分今、前に進めていた

だいておりますので、なんとか近鉄さんもやる気になっていただいています

ので、しっかりと私どもも頑張ってまいります。引き続き、奥歯に物が挟ま

っているとはいえ、本当に力強いお返事をいただいたと認識をしております。

是非ともよろしくお願いいたします。 

 

知 事 

 この時期にしてはだいぶ力強く言ったと思いますので、財源確保がまだで

きてない中ですから。 

ここにいらっしゃる皆さんは、ふだんから地域の活動を一所懸命やってい

ただいていたり、いろんな方々とおつき合いいただいているので十分ご存知

だと思いますが、こういう障がい者の方々の福祉は、みんなの目に見えるよ

うにしていくことが大切だと思います。 

自分が知事になってから一つ思い入れがあって、「おもいやり駐車場」と

いう、鈴鹿市にもいくつかありますが、店舗の前のところ、車椅子とか障が

い者の方々、あるいは、妊婦の方や高齢者の方用の駐車スペースを設けると

いうおもいやり駐車場というものですが、ああいうのもああいうスペースが

大事だと見えるようになっていくことで、障がいを持った方やお身体の不自

由な方を大切にしなきゃいけないとなっていくと思うのです。 

この近鉄伊勢若松駅についても、仮にこういうバリアフリーが整備されて

いけば、ここを使う人たちは、みんなそういう優しい気持になるというか、

そういうことが大切だと思ってもらえる効果もあるのじゃないかと私は思っ

ているので、実際にそういう障がい者の方やお身体の不自由な方が、一所懸

命例えば働いている姿を見ると、こうやって働いてくれている方々もどんど

ん成長していくし、我々も何かうれしいと思ってもらえるように、見えるよ

うにしていくのは大変重要なことだと思っていますから、重要なお話をいた

だきましたので、来年度の予算に向けて、今申し上げたような形で、鈴鹿市

さんと一緒に頑張っていきたいと思います。 

 

②地域公共交通について 

鈴鹿市長 

 せっかく知事が来ていただいておりますので、要望をしっかりさせていた

だこうと思いまして。ここでもう一つお願いをしたいのですが、本市の地域
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公共交通に関するお願いについて、少しお時間をいただきたいと思います。 

  先ほど近鉄の鈴鹿線へ結節するコミュニティバスを少し紹介させていただ

きましたが、本市が運行しますこのコミュニティバスは、「Ｃ－ＢＵＳ」と

いう愛称で黄色の車体で親しまれております。このＣ－ＢＵＳは、西部地域

２路線と南部地域２路線が、市内の公共交通空白地域と市街地の間を運行し

ておりまして、昨年度は４路線で 33万 7,000人以上の方に御利用をいただい

ております。各路線とも運行沿線上にありますＪＲや近鉄の駅に接続をしま

すことから、利便性を高め、鉄道との乗り継ぎで市外への移動を可能にして

おります。 

過去の乗降調査から推計をいたしますと、利用者が約 24％、約８万人の方々

が鉄道駅のバス停を利用され、その後、鉄道利用により広域的な移動をされ

ていると推察ができます。 

Ｃ－ＢＵＳの運行に際しての課題は、運行委託費の増大でありまして、市

費の投入が昨年度は 8,600 万円を超える状況となっております。このＣ－Ｂ

ＵＳには、三重県より補助金が、昨年度、860万円、本年度も昨年度より減額

ながら交付をいただく予定ですが、このような持続的で安定した財源が今の

Ｃ－ＢＵＳの運行には非常に有益なものとなっておりまして、大変必要なと

ころです。 

しかしながら、来年度からは単一の鈴鹿市だけで完結をするバス、地域内

バスの維持には、市町が主体的に行うという位置づけで、三重県は地域内バ

スへの補助金は廃止をしたいという意向を伺っております。併せて、三重県

の補助金の代わりに国の補助制度の活用をいかがですかということで伺って

いますが、国の補助制度は既存路線での大幅な見直しやサービス水準の改善

が必要であり、既存路線への適用は現段階では難しく、Ｃ－ＢＵＳでの導入

はコストの増加につながると考えております。 

このことから三重運輸支局にも相談をいたしましたところ、国の補助制度

は運行の立ち上げを意識したものであり、既に運行をして定着をした地域交

通の支援としてはハードルが高いのではないかという指摘もいただいてきた

ところです。 

本市が運行するＣ－ＢＵＳは、鈴鹿市内単一での運行でもございますが、

先ほども申し上げましたように、Ｃ－ＢＵＳの利用者が鉄道に乗り継ぐこと

で、大変広域的な移動を可能にしております。Ｃ－ＢＵＳ沿線にあります６

つの高校への通学利用をはじめ、通勤、買い物など日常生活を営むうえで、

県民・市民が市内外を相互に移動する広域的な移動手段となっておりますの

で、市バスを地域内バスということではなく、複数の自治体を結ぶ地域間バ

スとして位置づけていただき、Ｃ－ＢＵＳに県としての継続的なご支援を是
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非ともお願いしたいということで、残すところの時間をこのように発言をさ

せていただきました。 

大変厳しい問題でございまして、いろいろあろうかと存じ上げております

が、よろしくお願い申し上げます。 

 

知 事 

 先ほど市長から地域内のバスのお話がありました。これは平成 23年から地

域内、鈴鹿市の中だけで完結するバスも国は補助金を出しますという制度が

つくられました。なので、県は複数の市と町をまたぐバスを支援する、地域

内で完結するのは市町で単独で国の制度を活用してお願いしたいということ

を、23年から 24年と２年間、議論をさせていただいて、今年度は経過措置と

して出させていただいて、来年度、県が地域内のバスへの補助金を出すのは

やめることをこれまでやってきました。 

でも、国の補助金が使いにくいということだったので、最初の 23年の当時

は、国に我々からも提言をして、今までは新しく路線をつくらないといけな

い。さっき西と南で４つあると言われていましたが、また５路線目や６路線

目をつくらないと国の補助金はもらえないというのでしたが、今年の５月か

ら新しい路線でなくてもいいと、今のままでもいいが、ちょっとダイヤを変

えるとか、地域ぐるみの交通会議みたいなのをやってもらって、地域内のみ

んなで考える体制をつくるといういくつかの条件があれば、今の路線でも補

助を出すことができるというのが、一応国の見解になってきています。 

ですので、ここはさっきの近鉄伊勢若松駅のバリアフリー化のように力強

く言えなくて申し訳ないですが、県は複数市町をまたぐ、市は市の中で完結

する路線、そして、国の制度が緩和されたので、私どもは４路線とも鈴鹿市

のＣ－ＢＵＳは一定の改善をすれば取得可能だと考えていますし、既に 10近

くの市や町で来年の補助の採択に向けて、それぞれの地域内バスについて国

の補助申請をする準備をしていただいております。 

そういう意味ではここは力強くなくて申し訳ないですが、国の補助採択に

向けて我々も一所懸命一緒に努力をさせていただきますが、県としての地域

内で完結する補助を継続するのは少し難しいと考えています。 

 

鈴鹿市長 

 要望の際にもいろいろお伺いをさせていただいて、県の担当者の方ともい

ろんな議論もさせていただいている中で、前よりは国の補助金の条件緩和が

できたということで、その辺を含めて研究をしているところですが、それを

研究しながらも、併せてこういった継続的な御支援があれば、なお一層、充
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実が図れるのではないかということもあって、この場で申し上げさせていた

だきました。 

いろいろ検討していかなければならないと私どもも思っておりますので、

その部分で御助言をいただくことも十分お願いをしていきたいと思いますし、

また、併せて、もう少し使いやすい、今でも使いやすくなったといえば、鈴

鹿市のように完成度が高くなっておりますと、ダイヤを変えるとか通学の時

間を変更することは、今の段階では難しい場合もありますので、その辺を含

めて御相談に乗っていただければと思っておりますので、今後もよろしくお

願いを申し上げます。 

 

（３）閉会あいさつ 

知 事 

  最後、難しいですということだったので、何か“おいっ”という感じの空

気がなくもないですが、一方で、１点目は、この時期にしてはだいぶ力強く

やらせていただいたのもありますが。 

いずれにしても、こういう少子高齢化と言われて久しい時代ですが、バリ

アフリーというのは、障がいをお持ちの方だけじゃなくて、市長も触れてい

ただいたように、高齢者の方々がこれから、もっともっとさらに元気に活躍

してもらうためにも、そういうインフラの整備は必要だと思っていますので、

先ほどの１点目の部分について、今申し上げたように三者で近鉄さんと鈴鹿

市さんと県と協力をして前に進めていきたいと思います。 

  それから、余談ですが、明日、私、山形県にＰＲにたった半日だけですが、

行きます。 

実は、今年６月に山形県知事がこちらに来られて、「佐藤錦」のＰＲをし

てくれましたので、私が今度、山形県に南紀みかんと伊勢うどんと鈴鹿のお

茶をＰＲに行ってまいりますので、かぶせ茶ではなく深蒸し煎茶の方ですが、

ＰＲをしてきたいと思っていますので、そういう形で県としてもできること

とできないこととありますが、皆さんが元気になってもらえるように、これ

からも我々も頑張りますので、どうぞよろしくお願いします。 


